
 

 

懇話会で得られた意見総括 

 

 

【運営】 

○継続的に活動（交代でランチ販売等）

で、何かやっているイメージを持たせる 

【交通（市道６号線）】 

■交通規制は水無川沿い社会実験実施後の結果を踏

まえた改善が今後必要 

■水無川沿い社会実験の交通規制は一時的であるため

問題はないと思われる 

○車線規制は全面規制か規制を行わないかのどちらか 

○一方通行化では歩行者の安全確保が難しい 

【コンテンツ】 

○スクランブル交差点化による

河川と道路のアクセス性向上 

【実施場所】 

○県道 705号以東を含めたエリアでの出店 

【運営】 

■大きなイベントと小さなイベントを併用した開催 

■数値的な目標が必要 

■まずは実施し、課題を把握することが重要 

○他イベントとの連携 

○情報発信や交流人口を呼び込む仕組みづくり 

○出店者の販売開始の公平性を確保 

○705号沿い市有地では、常にランチ等を販売して

いるのが望ましい 

○イベントは繰返し実施し、地域に定着させる 

【実施日・時間】 

■農家が出店できるような日程調整 

○1日を通して開催できる仕組みづくり 

【交通】 

○来街者用駐車場 

 

 

【交通】 

■交通規制時は良いが、

第一保育園前の水無川

へ降りる階段に平時で

もアクセスされると安

全面が懸念される 

 

凡例 

■ 第 5回懇話会での意見 

○ 第 6回懇話会での意見 

【運営】 

○河川増水等に配慮した安全確保 

【コンテンツ】 

■飲食に限らない多様なコンテンツ 

■子ども向けのコンテンツ 

■バリアフリーへの配慮 

■昔と今が融合するような工夫 

○休憩場所、地元店舗の出店、映画鑑賞、魚遊び 

○子どもが生き物と触れ合える機会の創出 

（ドッグラン・ポニー乗馬体験） 

○くつろぎの空間 

○まほろば大橋からの景観を活かしたコンテンツ 

■秦野の有する水や山等の自然は良い 

○秦野にとって水無川は重要な資源 

【実施場所】 

■川床利用 

○高齢者、子連れ等の河川へのアクセス性向上 

【実施場所】 

■秦野駅北口広場とまほろば大

橋との連続性 

○県道 705号エリア、水無川周

辺エリア、秦野駅周辺を連動

させ、回遊性を向上させる 

○水無川沿いと県道 705号の

連動 

【コンテンツ】 

○若い人が集まれる場所 

○日常的な居場所 

○出店 


